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1．はじめに――問題の所在――




害警備本部広報資料によると、2014 年 5 月 9 日
現在、死者 15,886 名、行方不明者 2,620 名、全壊




年 4 月 3 日付）は、東日本大震災後海外から日本
赤十字社に寄せられた義援金の額が、2012 年 12
月末時点で計 227 億円に上ったと報じている。ア
メリカの 29.9 億円、台湾の 29.2 億円、そしてタ





ナダのビクトリア市では、震災直後の 2011 年 3
月 16 日に、日本と関係の深い 4つの組織 1）が団













要　　　旨　　 　アメリカ合衆国マサチューセッツ州プリマス町は、宮城県七ヶ浜町と 20 余年に及ぶ



















































































































































Employer Sector Number of Employees 
Town of Plymouth Local Government Town     520
Including schools School  1,373
Jordan Hospital Healthcare 1,500
Plymouth County Government 700
Entergy Nuclear Generation Co. Utility 565
Tech Etch Light Industrial 444
Walmart, Super Store Retail 400
PartyLite Gifts Light Industrial 280   
Plimoth Plantation Tourism 200
出典：www.plymouthbusiness.org/
－ 128 －

























を受けた」（『河北新報』2013 年 12 月 28 日）。





























　七ヶ浜町の町民は、3 月 11 日に、突然地震そ
して津波という猖蕨を極める自然現象によって大
災害の渦中へ投げ込まれた。プリマス町でテレソ
ンが行われた 2011 年 3 月 22 日、宮城県危機対策
課が午後 8時に発表した被害状況一覧によると、
七ヶ浜町の被害は死者 45 人、行方不明 38 人、住
家全壊・住家半壊・住家一部損壊調査中、断水 6,500






























触が始まった 1989 年から、2013 年 8 月までの資
料を見ると、七ヶ浜町からプリマス町を訪れた町


























リーオークションは、2011 年 3 月 11 日、12 日、








ば 2011 年には 69,423 ドルを売り上げている。こ
の売上金は、高校卒業生への奨学金、Boys and 




































































Jackson：在任期間 1829 － 1837）時代のアメリ







































る」（Putnam 2000: 135 ＝ 2007: 157）ことである。
自助努力の精神や、「見返りの期待なしで他人を







RSVP（Retired and Senior Volunteer Program）
を見てみよう。2012 年には 13 名が、大統領から
Presidential Lifetime of Service Awards を授与
されている。17 年間に渡り、青少年プログラム
のために募金活動に勤しんできた人、Plymouth 
Rotary PACYV Auction を 18 年前に始め、これ
まで 100 万ドル以上を集め、地域社会、国、世界
などに寄付してきた人などが表彰されている。こ
























Less than $30,000 4,383 24%
$30,000 to $74,999 8,204 44%
$75,000 to $149,999 5,074 27%
$159,000 or more 838 5%
表 3　世帯所得（Household Income Levels）
High School or less 3,631 10%
High School Graduate 18,865 54%
Bachelors or Associate Degrees 9,191 27%
Graduate Degrees 2,940 8%
表 4　 教育水準（Population by Education Level）
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④年齢：30 代の終わりから 40 代の始め





動 4）の状況が、2011 年に The Corporation for 




(a)1965 年～ 1981 年に生まれた世代（2010 年当
時 29 歳～ 45 歳）は、総計 23 億時間（2.3 billion 
hours）ボランティア活動に費やした。前年の
2009 年と比較すると、約 1億 1,000 万時間増加し
た。
(b)1965年～ 1981年に生まれた世代のボランティ
ア参加率は、1989 年の 12.3％から 29.2％に上昇
した。倍増以上の伸びである。
(c)1974 年から 2010 年のボランティア参加率を概
観すると、“volunteer life cycle” と呼べる傾向を
指摘することができる（図 1）。
（ⅰ）16-19歳の方が、20-24歳より高い割合である。



























Age as of Survey Week







出典： The Corporation for National and Community Service, “Volunteering in America 2011 Research 
Highlights,” p. 2 のグラフをもとに筆者作成





（heterogeneous community） よ り も 公 益
（common good）のために行動を起しやすい。
　Dora L. Costa と Matthew E. Kahn は、「 国、
年代などが異なった 15 の研究事例から導き出さ
れる結論は、同質な社会ほど社会関係資本が蓄積
される」（Costa & Kahn 2002: 2）、と論述してい
る。その理由は、「同質な社会の方が他人への信頼









Under 5 years 3,187 5.7%
5 to 9 years 3,531 6.3%
10 to 14 years 3,484 6.2%
15 to 19 years 3,490 6.2%
20 to 24 years 2,854 5.1%
25 to 29 years 3,126 5.6%
30 to 34 years 3,220 5.7%
35 to 39 years 3,937 7.0%
40 to 44 years 4,460 7.9%
45 to 49 years 4,519 8.0%
50 to 54 years 4,286 7.6%
55 to 59 years 4,163 7.4%
60 to 64 years 4,061 7.2%
65 to 69 years 2,802 5.0%
70 to 74 years 1,742 3.1%
75 to 79 years 1,241 2.2%
80 to 84 years 976 1.7%
85 years and over 1,192 2.1%
出典：2010 年の国勢調査
1999 2000 2001 2002 2003 2005 2006 2007 2008 2009 2010
Plymouth 2376 2081 2052 2307 2290 1443 1422 1660 1946 2120 1964
MA 3262 3026 3098 3094 3018 2819 2838 2823 2849 2761 2817
US 4266 4124 4163 4125 4067 3900 3730 3730 3667 3466 3345
出典：2010 年の国勢調査
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Muratore 氏は、5月 17 日の議会において、募金




































１）　 4 つの組織は、Victoria Morioka Friendship Society、
The Japanese Friendship Society、Victoria Nikkei 
Cultural Society、The Victoria Japanese Heritage 
Language School Society である。
２）　 七ヶ浜町政策課、2010、「広報しちがはま」第 469 号、












自動車窃盗（Motor vehicle theft） 22 2
放火（Arson） 2
出典：2010 年の国勢調査をもとに筆者が作成





活動のひとつに、Big Brothers Big Sisters がある。
その包括的な調査結果が “Making a Diﬀerence: An 
Impact Study of Big Brothers Big Sisters”（2000）
と題されて出版されている。Joseph P. Tierney（2000）
は他 2 名の研究者と共同で、1992 年から 1993 年に
かけて Big Brothers Big Sisters に申し込みをした、








ルは 27％、暴力は 3分の 1低かった。さらに、学校
の無断欠席の回数が少なくなるにつれて、成績も向
上した。級友や両親との人間関係も、以前より健全
なものになった（Tierney, et al., p. iii）。これらの結
果は、ボランティア活動が地域社会に建設的な効果
をもたらしていることを示している。
５）　 The Corporation for National Community Service
のホームページより。
６）　 2011 年 5 月 17 日プリマス町議会議事録。
７）　 プリマス町ボランティア活動のホームページより。
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1989 10 鎌田助役を団長とする姉妹都市調査団 10 名がプリマス町を表敬訪問
1990 8 第 1 回青少年海外研修生（中・高校生）10 名をプリマス町に派遣
8 赤間町長を団長とする公式訪問団 11 名がプリマス町を表敬訪問
『友好都市の調印』（8月 18 日）
9 プリマス・七ヶ浜両町の議会で姉妹都市締結を承認
10 プリマスの議長（首長）を団長とする親善訪問団 11 名が来町
『姉妹都市の締結』（10 月 3 日）
1991 9 姉妹都市締結 1周年記念――産業視察団７名をプリマス町に派遣
1992 7 第 1 回プリマス青少年訪問団 6 名を受入れ
8 第 2回青少年海外研修生（中・高校生）14 名を派遣
1993 7 第 2 回プリマス青少年訪問団 13 名を受入れ
7 七ヶ浜国際村オープン式にプリマス町の議長はじめ 23 名を招聘
9 女性の翼海外研修で 10 名をプリマス町に派遣
1994 8 第 3 回青少年海外研修生（中・高校生）17 名をプリマス町に派遣
10 プリマス北高校へ留学生（高校生）1名を派遣
1995 5 プリマス町からの留学生 1名の受入れ（七ヶ浜国際村で研修）
6 プリマス町 375 周年祭に公式訪問団 24 名を派遣





8 第 4回青少年海外研修生（中・高校生）17 名をプリマス町に派遣
1997 8 第 4 回プリマス青少年訪問団 9名を受入れ
1998 7 プリマスみなと祭に招聘があり 5名がプリマス町を訪問
8 第 5回青少年海外研修生（中・高校生）18 名を派遣
1999 8 第 5 回プリマス青少年訪問団 20 名を受入れ
8 プリマス北高校へ留学生（高校生）1名を派遣
2000 8 第 6 回青少年海外研修生（中・高校生）18 名をプリマス町に派遣
8 姉妹都市締結 10 周年―友好親善訪問のため 3名をプリマス町に派遣
『プリマス・七ヶ浜交換留学プログラムに関する協定書』に同意（8月 11 日）
8 プリマス北高校及び南高校へ留学生（高校生）2名を派遣
2001 6 第 6 回プリマス青少年訪問団及び教育関係者 17 名を受入れ
9 プリマス北高校及び南高校へ留学生（高校生）2名を派遣
2002 7 短期ホームステイで高校生 1名を受入れ
8 第７回青少年海外研修生（中学生）15 名を派遣
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年 月 内　　　　　　　　　容
2003 7 第７回プリマス青少年訪問団 13 名を受入れ
2004 7 短期ホームステイで高校生 1名を受入れ
8 第 8回青少年海外研修生（中学生）11 名をプリマス町に派遣
8 渡邊町長並びに阿部議長がプリマス町を表敬訪問
8 長期留学生 1名（高校生―多賀城高校）の受入れ
2005 7 短期ホームステイで高校生 1名を受入れ
8 第 8回プリマス青少年訪問団 13 名を受入れ
2006 8 第 9 回青少年海外研修生（中・高校生）6名をプリマス町に派遣
8 姉妹都市プリマス町を訪問し友好を深める旅に 1名（大学生）参加
2007 7 第 9 回プリマス青少年訪問団 15 名を受入れ
7 プリマス町の議長はじめ 5名が表敬訪問のため来町
2008 7 短期ホームステイで高校生 1名を受入れ
8 第 10 回青少年海外研修生（中・高校生）5名をプリマス町に派遣
8 姉妹都市プリマス町を訪問し友好を深める旅に 1名参加
2009 7 短期ホームステイで高校生 1名を受入れ
8 第 10 回プリマス青少年訪問団 10 名を受入れ
2010 8 姉妹都市締結 20 周年記念プリマス訪問団に 4名を派遣
8 姉妹都市プリマス町を訪問し友好を深める旅に 3名参加
10 姉妹都市締結 20 周年記念で、プリマス町の前議長はじめ 10 名が表敬訪問のため来
町
2011 9 プリマス町から東日本大震災で被災した本町に、復旧・復興のため 10 万ドルの寄付
金が送られる。
2012 8 第 11 回青少年海外研修生 7名をプリマス町に派遣
8 平副町長並びに、議長、教育委員長代理 3名がプリマス町を表敬訪問
2013 8 プリマス町議会議員をはじめ 3名が表敬訪問のため来町
8 第 11 回プリマス青少年訪問団 8名及び随行員 3名を受入れ
※七ヶ浜町から提供された資料をもとに筆者作成
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Some Factors of Success in the Community Project:
A Telethon at Plymouth Town
Tomoko SATO
Abstract 　　 　This article deals with a community project conducted by Plymouth town in 
Massachusetts.  On March 11th, 2011, they received heartbreaking news that their 
sister city, Shichigahama town, Japan, was severely damaged by an unimaginable 
earthquake and the resulting tsunami.  Without delay they held a three-hour telethon 
for fundraising on March 22nd.  The project was a huge success; they received a 
cascade of donations not only locally but also from the United States and countries 
around the globe.
　　　　 　　 　This paper studies what made the telethon carried out by the people of Plymouth 
town tremendously successful; they had a greater amount of donations than they had 
expected.  Here are some factors of the success; （1） the disaster of Shichigahama 
was devastating; （2） the two towns have established a strong relationship between 
them; （3） the town of Plymouth, the Rotary Club of Plymouth and Plymouth Area 
Community Television efficiently worked together; （4） the annual Rotary Auction 
was held a week before the telethon, so many of the means and equipment were at 
hand; （5） social media like twitter and facebook was eﬀective in spreading  the word; 
（6） inﬂuential people such as the Massachusetts governor and State representatives 
donated; （7） well-known people in Plymouth town were on the air supporting their 
sister city.  The kindness and generosity of everyone involved had a vital impact on 
the socio-economic conditions of Shichigahama town and its residents.
Key words 　 　Plymouth town, Shichigahama town, sister-city relationship, The Great East Japan 
Earthquake, fundraiser of telethon
